マンガの内容によるアクセス支援のためのオントロジーを基礎とするマンガ排列の作成手法 by 岩間 勇介
マンガの内容によるアクセス支援のためのオントロ
ジーを基礎とするマンガ排列の作成手法
著者 岩間 勇介
内容記述 筑波大学修士 (図書館情報学) 学位論文・平成27年
3月25日授与 (34297号)
学位授与年度 2014
URL http://hdl.handle.net/2241/00138375
 
 
 
 
 
 
 
マンガの内容によるアクセス支援のための 
オントロジーを基礎とするマンガ排列の作成手法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筑波大学 
図書館情報メディア研究科 
2015 年３月 
岩間	 勇介  
  2 
 
目次  
図表目次 ................................ ................................ ...................  3 
1. はじめに ................................ ................................ ..............  4 
2. ディジタル環境におけるマンガの提示とそのアクセス ..................  6 
3. マンガの内容に関する情報を利用したオントロジーの構築 ..........  10 
3.1. マンガメタデータフレームワーク (MMF) .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10 
3.2. Wikipedia を利用したマンガのためのオントロジーの構築  . . . . . . . . . . . . .  12 
4. オントロジーを基礎としたマンガ排列による内容に関する情報を利
用した探索 ................................ ................................ ..............  22 
5. マンガアクセス支援システム「マンガビューワー」の開発 ..........  24 
5.1. 書棚のメタファの実現  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  24 
5.2. マンガビューワーの実装  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  26 
5.3. マンガビューワーの利用  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  28 
6. 関連研究 ................................ ................................ ............  32 
7. 考察 ................................ ................................ ..................  36 
8. 終わりに ................................ ................................ ............  37 
謝辞 ................................ ................................ .......................  38 
参考文献 ................................ ................................ .................  39 
 
 
  3 
図表目次 
図 1	 Amazon.co.jp におけるマンガの提示 ...................................................... 7 
図 2	 BOOK☆WALKER .................................................................................. 8 
図 3	 マンガメタデータフレームワークの構成 .............................................. 10 
図 4	 Wikipedia .............................................................................................. 14 
図 5	 Cinema Ontology の上位構造 ............................................................... 16 
図 6	 マンガオントロジーのクラス ................................................................ 18 
図 7	 マンガ排列の構成 .................................................................................. 22 
図 8	 オントロジーにおけるマンガ作品の記述例：テガミバチ ..................... 23 
図 9	 書店の書棚におけるマンガの提示と探索 .............................................. 24 
図 10	 マンガビューワーの構成 ...................................................................... 26 
図 11	 SPARQL クエリ例：昆虫に関するマンガ ........................................... 26 
図 12	 オントロジーからのマンガ取得例：昆虫に関するマンガ ................... 27 
図 13	 絞り込みに利用する情報の選択 ........................................................... 28 
図 14	 絞り込み例：昆虫に関するマンガ ....................................................... 29 
図 15	 絞り込み例：昆虫＋ファンタジーマンガ ............................................ 30 
図 16	 マンガ排列の表示形式の変更 .............................................................. 31 
図 17	 FictionFinder の検索結果画面 ............................................................ 32 
図 18	 FRBRPedia のインターフェース ........................................................ 34 
図 19	  The Bohemian Bookshelf の探索で利用できる情報 ......................... 35 
 
  4 
1. はじめに 
	 近年、ネットワークの発展によって制作をはじめ、流通、販売など、ディジタル環境で
マンガが扱われる機会が増大した。それに伴いディジタル環境においてマンガを探索する
事が日常的に行われるようになった。マンガの探索に利用される主なサービスとして
Wikipedia[1]などのマンガに関する情報が蓄積されている Web サイトや、Amazon.co.jp[2]
などのオンライン書店、ブクログ[3]などの書籍を通じた交流サービスなどがある。ユーザ
がマンガ作品から自身の興味や要求に適合するものを探し出すために図書館や書店などで
広く使われている作品名や作者名など一般的な書誌情報に加えて、主題や舞台、登場キャ
ラクタ等マンガに関する情報、また同じ雑誌で連載している、題材が似ているなど他のマ
ンガとの関連など様々な作品単位のマンガの内容に関する情報を利用したアクセスの手段
が求められる。その際、マンガの内容に関する情報としてマンガ間の関連を手がかりにす
る。しかし、オンライン書店などの検索結果は個別の書籍に関する情報のリストとして提
示されるのみである。これでは詳細な内容に則した提示に対応するのが困難であり、効率
的な探索や情報の利用を妨げている。そのため、マンガ同士の関連を目に見える形で提示
する事で、アクセスのさらなる効率化が期待される。そこで Linked	 Open	 Data を利用しマ
ンガ同士を関連付けて並べて排列として提示する手法を提案する。この手法では、マンガ
の検索結果だけでなく関連するマンガも明示的に提示することでより効率的な探索を行え
る。	 
	 我々はこれまでに Web 上に存在するマンガの内容に関する情報や作品同士の関係などを
含むマンガ情報資源をマンガに関するメタデータ、即ちマンガメタデータとして捉えて[4]、
さらにそれらの語彙や関係を統制することで、マンガのためのオントロジーとして整備、
利用する研究[5][6]を行ってきた。本研究ではマンガの内容に関するアクセスを実現するた
めのメタデータの整備に加えて、それらを利用して探索結果を排列として提示されるシス
テムの構築を行った。排列として提示するためには並べる対象となる作品単位のマンガ、
並べるマンガを絞り込むための情報が必要となる。そこでマンガに関する概念や語彙を体
系化したマンガオントロジーを利用した。このマンガオントロジーに記述されている作品
単位のマンガ情報やマンガに関する概念構造は Wikipedia のマンガに関する情報を参考に
しており、マンガ排列の作成に適している。そして内容に則したマンガ排列を提示するシ
ステムであるマンガビューワーの開発を進めた。マンガビューワーの開発により、主題の
概念構造を利用した階層的表示、また排列されたマンガに関連する情報のクラスに応じて
検索結果の表示形式を切り替えることによりマンガの内容に則した視覚的な絞り込みを実
現したものである。 
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 本論文ではまず２章でディジタル環境における書籍へのアクセスについて考察し、そこ
からマンガへのアクセスの問題点を挙げる。3 章ではマンガの内容に関する情報とそれら
を整備するための表現基盤について説明する。４章では３章で説明した表現基盤を用いて
マンガの内容に関する情報を整備したマンガオントロジーの説明とそのオントロジーを利
用したマンガ排列の作成手法を提案する。５章では４章で提案した手法を用いたディジタ
ル環境におけるマンガへのアクセス支援を目的としたシステムの開発について述べる。 
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2. ディジタル環境におけるマンガの提示とそのアクセス 
	 近年、ネットワークの発達により、ディジタル環境でマンガへアクセスする様々な方法
が誕生し便利になった。書籍には雑誌、単行本、新書、小説など種類が豊富にあるが、そ
の中でもマンガは絵と文章が組み合わさってできたものであり、構成要素の多くを絵が占
める。また、描かれるジャンルや扱われるテーマも多岐に渡る。そこが他の書籍とは異な
るマンガが持つ独自の特徴である。 
	 ユーザはマンガを個別の書籍としてではなく、出版される形態が異なっていたり複数冊
に分かれていてもそれらを集約した作品として認知し探索を行う。探索の際に目当てのマ
ンガが決まっている場合は、目当てのマンガに関係するキーワードで検索を行う事により
マンガへアクセスする事が多い。目当てのマンガが持つ書誌情報と、入力したキーワード
が一致すれば、目当てのマンガに難なくアクセスすることができる。目当てのマンガが１
冊に定まっていない場合は、既に読んだ事のあるマンガと類似性のあるマンガや関連のあ
るマンガを探索する。その際、膨大な数のマンガ作品から自身の興味や要求に適合するも
のを探し出すためにマンガに関連する情報を手がかりにする。その時に利用する情報とし
て、作品名や作者名といった一般的な書誌情報に加えて、舞台や題材、キャラクタや道具
などマンガに描かれている内容を重要視する傾向にある。そのため、ユーザはマンガの詳
しい内容を手に入れるために検索を行う。その際、ユーザが参照する機会が多いのが
Wikipedia である。Wikipedia にはマンガの内容に関する情報が沢山あり、あらすじや世
界観、登場人物、専門用語、他メディアへの展開、関連する作品などの説明が詳しく記述
されている。 
	 マンガへのアクセスの主な目的は購入である。Web 上には様々なオンライン書店が存在
している。ユーザは Wikipedia などで手に入れたマンガに関する情報を利用して目当ての
マンガを絞り込む。マンガの購入に利用する代表的なオンライン書店の一つとして
Amazon.co.jp がある。Amazon.co.jp でマンガを探索する場合、キーワード検索を利用す
る事が多い。その検索結果となるマンガは図１のように提示される。 
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図  1	 Amazon.co.jp におけるマンガの提示  
 
	 このようなオンライン書店の検索結果は個別の書籍に関する情報のリストとして提示さ
れるのみである。そのため、詳細な内容に則した提示に対応するのが困難であり、効率的
な探索や情報の利用を妨げている。近年、BOOK☆WALKER [7]などのように書誌情報や
ジャンルを表すタグを利用して同じタグを持つマンガをまとめて提示するサービスも現れ
たが同じ雑誌でまとめられるなど内容に関する情報はまだ少ない。そのため、ユーザは口
コミやレビューが載っている Web サイトやブログ、またはマンガの売り上げなどのデータ
からつくられたランキングや文学賞の受賞作品など予め絞り込まれた情報を参考にする事
が多い。しかしながらそこにはマンガの内容の関連がユーザに分かる形で反映されている
事は少ない。 
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図  2	 BOOK☆WALKER 
 
	 また、検索する際の問題点としてキーワードとして入力された情報がマンガの何に対し
て用いられているのかまでは機械側では読み取れないと言う事が挙げられる。例えば、サ
ッカーを題材にしたマンガが欲しくて Amazon.co.jp のキーワード検索で「サッカー」と検
索しても、タイトルにサッカーと言う単語が多く使われているサッカーの戦術や技術につ
いて描かれたマンガが多くヒットする。またサービスごとに情報に関する表記の揺れや持
っている情報の数に違いがあるため、サービスが異なると同じキーワードで同じように検
索できないなどマンガに関する情報を活用しきれていない。そこで登録されたマンガに関
する情報をただ単にキーワードとして扱うだけではなく、マンガの何を指し示している情
報なのか分かるようにする必要がある。 
	 一方、書店では雑誌、小説、児童書、マンガなど書籍の形式や主題ごとに分かれた書棚
があり、その中で出版社ごとに分類され、さらに作者名の五十音順で書籍が横一列に配置
されている。背表紙が見える形で置かれている事が多いが、書棚の形、大きさによっては
表表紙が見える形での平積みや面陳されていることもある。このように、書店において、
マンガは書棚に内容的意味のある並び方で配置、即ち排列されて提示される。ユーザは排
列からマンガ排列の並び方の基準を把握する。その基準はマンガに関する情報を利用して
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いるため、ユーザはマンガ排列の提示からマンガに関する情報を読み取る事ができると言
える。また、並んでいるマンガは単行本単位でもまとめて一つの同じ作品とすぐに認識す
る事ができる。つまり書店などの物理的な書棚同様、ディジタル環境においてもマンガに
関する情報やマンガ同士の関連を効果的にユーザに提示する事で、マンガ探索を効率化す
る事が可能である。 
	 ディジタル環境では、書籍に関するデータさえ存在していれば Web サイト上に書籍を配
置する事ができ、もし書籍が売り切れていても書籍の情報へはアクセスする事は可能であ
る。また、書棚に比べて膨大な量の書籍を扱うことができる。そして、物理的な書棚のよ
うに書籍を配置する時の基準を一つに絞らなくてもよいため、ユーザの探索要求に応じて
労力をかけずに、自由に基準を切り替えて書籍を排列する事が可能であり、書籍を排列す
る際の形体は必ずしもパッケージ単位で置く必要は無い。よってディジタル環境において
マンガ同士を関連付け、マンガの内容に則したマンガ排列を提示することでユーザは物理
的制約に縛られず、マンガの内容で絞り込みを行いながら探索することができる。検索結
果をマンガ排列として提示するためには並べる対象となる作品単位のマンガ、並べるマン
ガを絞り込むための情報が必要となる。また、マンガ探索に利用するプロパティに則した
並べ方に意味のあるマンガ排列の構築が求められる。このようなマンガの内容に即した排
列を作るためには，マンガの内容に関する情報をマンガ同士を関連付けるためのメタデー
タとして共有し利用できるように整備する必要がある。 
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3. マンガの内容に関する情報を利用したオントロジーの構築 
3.1. マンガメタデータフレームワーク(MMF) 
	 我々はマンガの内容を利用したアクセスのためのメタデータに関する研究を行ってきた。
メタデータとはデータについてのデータ、つまりあるデータが付随して持つそのデータ自
身についての抽象度の高い付加的なデータのことをさす。Web 上には、様々な場所にメタ
データとして利用できるマンガに関する情報がある。マンガ作品に関する情報は書誌情報
だけでなく、キャラクタやストーリーなどのマンガの要素、画像に関する情報、展開やコ
マなどのマンガを実際に構成する要素も含める。そのようなマンガに関する情報は様々な
形式や様態で存在している。これらの情報をマンガに関するメタデータ、すなわちマンガ
メタデータとして扱い、他の情報に関連づけるためには、マンガに関する情報の記述形式
や様態にできるだけ依存せずに情報を扱う方法が必要である。Morozumi[4]はディジタル
環境におけるマンガの発見やアクセス、再利用を目的としたメタデータフレームワークを
提案している。 
MMF は図３のように「マンガの構造」、「FRBR に基づいた書誌記述」、「知的実体の記
述」という３つの記述から構成されている。 
 
図  3	 マンガメタデータフレームワークの構成  
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 「マンガの構造」はマンガを配置するときの提示形式に利用する。 
	 FRBR(Functional Requirements for Bibliographic Records) [8]とは書籍に関するメタデ
ータを扱うための基本モデルのことで、３つのグループから構成されている。第１グルー
プの実体は、書籍そのものを指し、著作 (Work) 、表現形 (Expression) 、体現形
(Manifestation)、個別資料(Item)の４段階でとらえる。第２グループの実体はエージェン
トを指す。エージェントとは書籍をつくる、出版する個人（Person）および団体（Corporate 
Body）から成る。第３グループの実体は、著作（Work）の主題として役立つ付加的な実体
のことを指し、概念（Concept）、物（Object）、出来事（Event）、場所（Place）から成
る。これらは書籍に関係するすべての情報を表す事ができる。FRBR に基づいた書誌記述
はマンガの実体を第１グループの実体に当てはめている。 
	 知的実体の記述はマンガに関連を持つメタデータを指す。FRBR の第３グループに基づ
いて表現される。MMF では一般的な書誌情報だけでなく主題などマンガの内容に関する
情報、マンガの検索に利用される分類、派生など著作同士の関連情報も「知的実体の記述」
であり、マンガメタデータとして捉えることができる。そしてそのマンガメタデータを、
Web 上の標準である Resource Description Framework(RDF) [9]に則って記述し、Linked 
Data[10]として Web 上に提供することで検索などに利用する事が可能となる。ただし、知
的実体同士の関係や構造は設定されていないため、出自毎に異なるマンガに関する情報の
概念や語彙を統制することが必要である。例えば、Wikipedia のマンガのジャンルと
Amazon.co.jp の言うマンガのジャンルは全く同じものをさす訳ではない。人が判断できて
も、機械的には判断することができない情報が存在する。 
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3.2. Wikipedia を利用したマンガのためのオントロジーの構築 
	 Linked Data とは、共通の記述形式である RDF で記述され、Web 上で共有できるよう
表現されたデータである。RDFは主語と述語と目的語の3つの要素を1セット（トリプル）
として表現する。通常マンガに関する情報を RDF で記述するためには、Web 上で公開さ
れているデータから個々のリソースを識別し、それらに意味的な関係を表現するリンク付
けを行う。マンガメタデータを、共有を目的としてRDFで記述しLinked Data化するため
には、それらをそのまま RDF で記述したとしても、共有することが難しく、Linked Data
として整った情報とはいえない。このプロセスでは異なる出自のデータの意味を共通に扱
うための辞書的な役割をする語彙群が必要となる。そこでオントロジーを利用する。 
	 オントロジーとは共通の語彙や概念を提供する体系化された辞書[12]の事であり、以下の
要素から構成される。 
 バージョン情報等を記述するヘッダ 
 クラスとクラスの定義：クラスは概念やインスタンスの集合 
 プロパティ（関係）とプロパティの定義：クラスやインスタンスが他のクラスやイン
スタンスと関係づけられる方法 
 インスタンス（個体） 
	 例えば、マンガという概念がクラスである時、ONE PIECE や尾田栄一郎などの具体的
な作品名や個人名などはインスタンスである。ONE PIECE の作者が尾田栄一郎であると
いう関係を表すためにプロパティを用いる。また、クラスはサブクラスをもつことで階層
構造を作る。オントロジーを公開、広く利用してもらうために Web Ontology Language
（OWL）[13]が存在し、RDF の集合で構成されている。そして RDF の XML 構文によって
記述される。よって語彙の統制を行うだけでなく、オントロジー自体もRDFとして管理す
ることが可能となる。そしてこのオントロジーに記述されている情報を検索、結果を出力
可能にすることで、マンガに関する情報を Linked Data として共有可能となる。 
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 書籍には統一された語彙の典拠として国立国会図書館件名標目表（NDLSH）[11]などが存
在しているが、マンガの、特にテーマなどマンガの内容に関する語彙に利用するには不十
分である。マンガのための統制された語彙は存在しないため、Web 上に存在するマンガに
関する情報を必要な語彙として利用してマンガのためのオントロジー（マンガオントロジ
ー）を作成する。このマンガオントロジーはマンガメタデータに使用される概念や言葉の
意味を統制し、RDFでの記述を可能にし、マンガに関する情報の Linked Data化を支援す
る。 
	 このマンガオントロジーを構築するためには、マンガに関係するクラスやインスタンス、
プロパティとなる情報が必要である。オンライン書店では作品単位の情報が少なく一般的
な書誌情報以外の情報もあまりない。それは単行本を販売する事が目的であり、主に単行
本を扱っているためだと考える。それに対して Wikipedia には作品単位で情報が載ってお
り、書誌情報のみならずマンガの内容に関する情報が豊富にある。さらにマンガに関連し
ている情報に関する詳しい情報も存在している。そこで網羅的にマンガの情報をもつ情報
源として Wikipedia に注目し、マンガオントロジー構築のための語彙の情報源として利用
した。 
	 Wikipedia は各項目についての記事と、複数の記事をまとめるための機能を持つカテゴ
リによって構成されている。Wikipedia のマンガに関する記事には、作品名、インフォボッ
クス、概要、あらすじ、テーマ、制作背景、登場人物、用語、派生作品、単行本情報、関
連書籍、参考文献、他サイトへのリンク、カテゴリ、関連項目などが記述されている。こ
の中で端的にマンガの内容を表している情報と言えるのがインフォボックスとカテゴリで
ある。	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図  4	 Wikipedia 
	 インフォボックスは記事のある側面についての要約情報を提供する事を目的としており、
記事の右上に配置する形の規定フォーマットの表の事である。インフォボックスに記述さ
れている内容は主にマンガの書誌情報となっており以下のような項目がある。
 タイトル 
 作者 
 作画 
 出版社 
 他出版社 
 掲載誌 
 レーベル 
 発行日 
 発売日 
 開始号 
 終了号 
 開始日 
 終了日 
 発表期間 
 巻数 
 話数 
 その他 
 インターネット 
	 全ての項目が必ずしても記載されている訳ではなく作品によってはインフォボックス自
体の記述が無い場合もある。 
	 カテゴリの構造は Wikipedia の骨格であり、上位下位の関係を持っている。そのため
Wikipedia の殆どのカテゴリはサブカテゴリをもっており、下位のカテゴリになるほど扱
う粒度が細かくなる。また、カテゴリは親カテゴリを２つ以上もつ場合がある。マンガに
関連しているカテゴリは Category:漫画を最上位のカテゴリとし Category:漫画の一つ下に
は以下のようなカテゴリがある。これらがマンガの内容を表す主要な要素であると言え
  15 
る。 
 各国の漫画	  （8 サブカテゴリ、15 ページ） 
 漫画の出版物	  （3 サブカテゴリ、6 ページ） 
 漫画作品	  （14 サブカテゴリ、1 ページ） 
 ウィキプロジェクト 漫画	  （4 ページ） 
 漫画関連の一覧	  （3 サブカテゴリ、26 ページ） 
 漫画関連のスタブ項目	  （1 サブカテゴリ、8825 ページ） 
 漫画のテンプレート	  （14 サブカテゴリ、171 ページ） 
 漫画に関わる人々	  （7 サブカテゴリ、9 ページ） 
 漫画に関するイベント	  （1 サブカテゴリ、29 ページ） 
 マンガ・アニメ教育	  （2 サブカテゴリ、1 ページ） 
 漫画の形式	  （5 サブカテゴリ、14 ページ） 
 漫画の作品展開	  （4 サブカテゴリ、5 ページ） 
 漫画に関する施設	  （26 ページ） 
 漫画のジャンル	  （6 サブカテゴリ、28 ページ） 
 漫画の賞	  （2 サブカテゴリ、8 ページ） 
 漫画制作	  （1 サブカテゴリ、12 ページ） 
 漫画に関する出来事	  （12 ページ） 
 デジタル文化における漫画	  （1 サブカテゴリ、6 ページ） 
 漫画に関するテレビ番組	  （13 ページ） 
 漫画の登場人物	  （7 サブカテゴリ、179 ページ） 
 同人	  （5 サブカテゴリ、22 ページ） 
 漫画・アニメの表現	  （1 サブカテゴリ、33 ページ） 
 漫画に関する店	  （3 サブカテゴリ） 
 漫画のムーブメント	  （10 ページ） 
 漫画用語	  （1 サブカテゴリ、4 ページ） 
	 現在、存在するマンガの記事が属しているカテゴリの数は3000以上ある。多くの記事を
まとめる Wikipedia カテゴリ名を、インスタンスをまとめる役割をもつクラスの語彙とし
て利用した。マンガオントロジーのクラス構造は最上位の概念として Class:Thing を持ち、
その下に Class:マンガというクラスがある。Wikipedia カテゴリの構造ではこの下に多く
のカテゴリがつくが、この構造はカテゴリ間の上下関係と記事のまとまりからできており、
カテゴリ間の関係性の表現はない。よってマンガオントロジー構築のためには、語彙の構
造を組み直し、関係を定義する必要がある。Wikipedia のマンガに関する情報はマンガ作
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品に関するものだけでなく、関わる人や会社、施設や賞等の情報があり、作品そのものを
扱うオントロジーでは対応できない情報が多い。そのため、上位クラス構造を考えるため
に Cinema Ontology[24]の上位構造（図５）を参考にした。 
 
図  5	 Cinema Ontology の上位構造  
 
Cinema Ontology は映画に関係する語彙や知識を体系化したオントロジーである。このオ
ントロジーの特徴は、映画作品そのものに関する情報だけではなく、制作に関わる人や会
社，関係する歴史や評論など幅広く記述されていることである。 
	 マンガオントロジーのクラスでは下に Class:マンガ作品、Class:マンガの具現化、
Class:マンガに関わる人々、Class:マンガ Culture、Class:その他の 5 つを持っていて図６
のようになっている。	 	  
	 Class:マンガ作品は作品そのものを指す Category:漫画作品、アンソロジーや４コママン
ガなどの Category:漫画の形式、スピンオフマンガなどをもつ Category:漫画の作品展開、
Category:漫画のジャンル、Category:漫画の登場人物に対応する情報がまとめられている。
frbr:Work(マンガ作品そのもの)や frbr:Manifestation といった作品の概念と実体に関する
クラスや，Category:漫画のジャンル下で混在していた Category:〜を舞台とした漫画作品，
Category:〜を主人公とした漫画作品、Category:〜を主題と（に）した漫画（作品）の情報
を Class:舞台、Class:主人公、Class:テーマの３つのクラスに分けた。 
	 Class:マンガの具現化はマンガ雑誌などの Category:漫画の出版物、Category:漫画に関
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するイベント、ミュージアムなどの Category:漫画に関する施設、Category:漫画に関する
テレビ番組、漫画喫茶などの Category:漫画に関する店に対応する、マンガを表現したも
のを扱うクラスである。ディジタル媒体のマンガ雑誌が存在するため、Class:マンガ雑誌
のサブクラスとして Web と紙媒体の区別をしている。 
	 Class:マンガに関わる人々は Category:漫画に関わる人々に対応する。Category:漫画家、
Category:漫画評論家などの個人を Class:Person、Category:出版社や著作権管理会社など
を Class:Corporate_Body として分けている。 
	 Class:マンガ Culture は Category:漫画の賞、Category:マンガ制作ソフトを含む
Category:漫画制作、Category:漫画に関する出来事、Category:同人、Category:漫画用語
（Category:漫画の表現）、Category:漫画ムーブメントに対応する。ムーブメントと出来事
は Class:マンガ History としてまとめている。 
	 Class:その他には、クラスやインスタンスの関係を記述するときに必要な要素で、他の4
つのクラスに当てはまらない（共通に必要な）情報が入っている。例えば Class:国は、
Class:マンガの具現化の下にある Class:マンガ雑誌での出版国、Class:マンガに関わる
人々の下にある Class:Person での出身国の関係を記述するためのプロパティが指し示すイ
ンスタンスとして使われる。Wikipedia のカテゴリには直接対応していない． 
 
 
 
 
 
 
  18 
 
図  6	 マンガオントロジーのクラス  
	  
	 Category:ONE_PIECE などインスタンスとしても扱う事のできるカテゴリはインスタ
ンスとして記述されている。しかしながら、いくつかのカテゴリはクラスとして利用でき
ない。例えば Category: 漫画のテンプレートや記事を探しやすくするための Category:漫
画関連の一覧は Wikipedia 記事の記述方法をまとめたものであり、このオントロジーには
必要がない。これらのカテゴリのサブカテゴリや下にある記事も Wikipedia を管理するた
めのものなので利用しない。そのため一部カテゴリはクラスではなくプロパティで表現す
ることにした。例えば Category:漫画作品(掲載媒体別)と Category:漫画作品はどちらもマ
ンガ作品をまとめているカテゴリで、その下に繋がるデータは同じであるが、途中で記事
の分類基準が異なる。Category: 漫画作品(掲載媒体別)はClass:マンガ作品とClass:マンガ
雑誌を繋ぐプロパティ掲載としてオントロジー上で表現される。 
	 クラス同士、もしくはインスタンス同士を関係づけるプロパティを複数設定しており、
表１に示す。表の domain は主語になるクラス、range は目的語となるクラスを指す。 
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表  1 マンガオントロジーで作成したプロパティ一覧  
プロパティ名 説明 domain range 性質 
1 develop (ソフトの)開発
元 
マンガ制作ソ
フト 
CorporateBod
y 
- 
2 apper 掲載 マンガ雑誌 マンガ作品 appearOf と
inverse of 
3 apperOf 掲載される マンガ作品 マンガ雑誌 appear と
inverse of 
4 classify  (レーベルの)分
類 
出版社 レーベル - 
5 publisher 出版者 出版社 マンガ雑誌 - 
6 publish 出版 出版社 Web のマンガ
雑誌 
紙のマンガ雑
誌 
マンガ情報誌 
- 
7 frequency 刊行頻度 マンガ雑誌 刊行頻度 - 
8 publishedCou
ntry 
出版国 マンガ雑誌 
Class:単行本 
Class:ディジタ
ルモノグラフ 
国 - 
9 target 対象読者 マンガ雑誌 対象読者 - 
10 author 作者 マンガ作品 Person - 
11 hasCharacter 登場人物 マンガ作品 登場人物 characterOf 
と inverse of 
12 characterOf の登場人物 登場人物 マンガ作品 hasCharacter 
と inverse of 
13 crossOver クロスオーバ
ー 
マンガ作品 マンガ作品 Symmetric 
14 field 舞台 マンガ作品 舞台 - 
15 spinoff 派生 マンガ作品( 元
になった作品) 
マンガ作品 (派
生作品) 
spinoffOf と
inverse of 
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16 spinoffOf の派生 マンガ作品 (派
生作品) 
マンガ作品 (元
になった作品) 
spinoff と
inverse of 
17 remake リメイク マンガ作品 マンガ作品 - 
18 format 形式 マンガ作品 マンガの形式 - 
19 item frbr の item 単行本 単行本の各巻 - 
20 Manifestation
Of 
frbr の
Manifestation 
マンガ作品 単行本 
ディジタルモ
ノグラフ 
- 
21 label レーベル マンガ作品 レーベル - 
22 next 次作、次巻 マンガ作品、
単行本各巻 
マンガ作品、 
単行本各巻 
- 
23 original 原作 マンガ作品 原作品 - 
24 prize 受賞 マンガ作品 賞 - 
25 belongTo 所属 Person CorporateBod
y 
- 
26 birthplace 出身地域 Person 地域 - 
27 charge (作品に対して)
著作を持つ 
Person マンガ作品 - 
28 job 職業 Person 職種 - 
29 scenarioWrite
r 
シナリオライ
ター 
マンガ作品 Person - 
30 drawing 作画 マンガ作品 Person - 
31 editing 編集 マンガ作品 Person - 
32 review 評論 マンガ作品 Person - 
 
以上の手法によって 7764 個のエンティティ、41467 組のトリプルからなるオントロジー
を構築した。この内、マンガの知的内容を示す主要なクラスである 「mo:作品」クラスの
エンティティの内、マンガの著作単位を示す実体である「mo:マンガ作品」クラスのインス
タンス数は 3444 個、このインスタンスを object に持つトリプル数は 22,821 組であった。
更に、 この著作実体を関連づけられ、その知的内容を示す「mo:マンガ作品」を除いたエ
ンティティの数は 1029 個であった。これらの内、項目別ではマンガの著作の主題を示す
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「mo:テーマ」クラス、特定の著作の主人公を示す「mo:登場人物」クラス、特定の著作の
舞台やその類型を示す「mo:舞台」クラス、著作の絵が持つ類型を示す「mo:画風」クラス
のエンティティ数はそれぞれ 61 個、920 個、27 個、13 個であり、これらと著作実体の関
連付けの数はそれぞれ 2341 組、68 組、856 組、441 組であった。即ち 3,444 作品に対して
3706 組の知的内容に関する関連付けが行われた。また、その他著者や出版社などの書誌情
報に分類される概念を主に含むクラスである「mo:マンガの具現化」クラス、「mo:マンガに
関わる人々」クラス、「mo:マンガ culture」クラスのエンティティ数はそれぞれ 662 個、
2202 個、2 個であった。 
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4. オントロジーを基礎としたマンガ排列による内容に関する情報
を利用した探索 
	 マンガの内容に関する情報を利用した探索を実現することによりディジタル環境におけ
るマンガへのアクセスを支援するため、マンガの排列を作成する手法を提案する。 
	 排列とは、資料や記録の発見や検索を容易にすることを目的として、一定の規則に基づ
いて並べた物を指す。近くに配置されたもの同士は関連が深く、逆に離れていれば関連は
薄い。つまり排列はその並べ方や並べた対象同士の位置関係から複数の対象の関連性をユ
ーザに提示することで探索を効率化させる事ができる。排列を実現するには、その対象と
なる要素（排列要素）、および並べる規則（排列規則）を規定する。図７はマンガ排列に
ついて説明した図である。マンガ排列を作成するためにはまず並べる対象となる排列要素
としてマンガ自体の情報が必要となる。また、どのマンガを並べるか決めるのにマンガに
関する情報が必要となる。そしてこれらの排列要素を、プロパティに対応した位置や順序、
そして提示形式を定めた排列規則に則り描画しユーザに提示したものがマンガ排列である。	  
 
図  7	 マンガ排列の構成  
 
	 マンガ排列の作成に利用するマンガとそのプロパティに関する情報はRDFで情報同士の
関連が明示的に記述され、通信プロトコルを利用して共有できる状態である必要がある。
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そこで３章で述べたマンガオントロジーに記述されたマンガに関する情報を排列要素や排
列規則として利用する。 
	 排列要素として利用する作品単位のマンガ自体の情報はマンガオントロジーにおける
Class:マンガ作品のインスタンスを利用する。このインスタンスは図８のように記述され
ている。ここにはマンガの作品名とそのマンガが持つ内容に関する情報が作品単位で記述
されている。このマンガオントロジーを利用する事でこのように記述されているマンガを
排列要素として提示することができる。 
 
図  8	 オントロジーにおけるマンガ作品の記述例：テガミバチ  
 
	 次に排列規則として利用するマンガに関する情報は、絞り込んだマンガが持っている情
報のクラスを利用する。例えば、作者名や巻数などの書誌情報を基準に利用して五十音順
や数値の低い順に並べる。その他にも舞台に関する情報を利用して地図上にマンガを配置
する、出版年を利用して年表上にマンガを配置するといった事が考えられる。 
	 以上の手法によりマンガオントロジーからマンガ排列を作成する事ができる。 
マンガオントロジーに記述されているマンガに関する情報だけでなくマンガそのものや他
のマンガとの関連を提示する事ができ、ユーザはマンガの内容に関する情報を利用して探
索を行う事ができる。 
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5. マンガアクセス支援システム「マンガビューワー」の開発 
5.1. 書棚のメタファの実現 
	 マンガビューワーは 5 章で述べたマンガオントロジーに記述されているマンガの内容に
関する情報を利用したマンガ排列を実現し、マンガ同士の関連を可視化することでマンガ
へのアクセスを支援するシステムである。 
	 マンガビューワーには書棚のメタファを用いる。書棚のメタファとは書店における書棚
の書籍を探索するプロセスをさす。書店でマンガへアクセスする場合、ユーザは書棚にお
ける配架ルールを把握しそれを手がかりに図９のように、出版社が同じマンガの固まり、
連載雑誌が同じマンガの固まり、作者が同じマンガの固まり、ある一作品の固まり、そし
て目当ての単行本と焦点を絞りながら探索を行う。 
 
図  9	 書店の書棚におけるマンガの提示と探索  
 
	 そのため目当ての書籍の近くにある書籍は、例えば作者や出版社が共通するといった同
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じ書誌情報を持っている点などから関連が強いと言えるので、特定のマンガへアクセスす
る過程において、目当てのマンガに関連したマンガや、より目的に合ったマンガを見つけ
る可能性もある。 
	 	 書棚のメタファをマンガビューワーで実現するために排列要素として並べるマンガの
絞り込みをできるようにする。そのためには絞り込みのための情報が必要となる。どのマ
ンガを配置するかという絞り込みを行うための情報は Class:マンガである各マンガの情報
の中に記述されているリソースを利用する。これはマンガが持っている様々な内容に関す
る情報であり、これを排利用することで内容に関する情報による絞り込みが行える。図８
に載っているマンガの場合、ディストピアや昆虫、ジャンプスクエアなどの情報で絞り込
みをする事ができる。以上の方法で書棚のメタファをマンガビューワーにおいて実現する
事で一般的な書誌情報や内容に関する情報を利用したマンガの絞り込みができる。さらに
書棚では通常の排列の他に平積みや面陳と言った事なる排列が存在する。マンガヴューワ
ーでもマンガ同士の関連付けに用いたプロパティのクラスに関する情報を利用する事で、
マンガに関する情報の特性に応じてのマンガ排列の提示形式を切り替えることができ、特
定のマンガと関連を持つマンガや未知のマンガの発見ができる。 
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5.2. マンガビューワーの実装 
	 マンガビューワーの構成は図１０のようになっている。 
 
図  10	 マンガビューワーの構成  
 
	 まずマンガ排列をつくるために、マンガオントロジーから特定のマンガの内容に関する
情報を持っているマンガを取得する。その際、Linked Data で幅広く利用されている RDF
グラフを検索するためのクエリ言語である SPARQL(SPARQL Protocol And RDF Query 
Language)[14]を用いて問い合わせる。SPARQL は名前空間を記述する PREFIX 句、取得
したい情報を持つ変数を指定する SELECT 句、RDF グラフを指定する WHERE 句などか
ら成り立つ。例として、図１１は昆虫という情報で絞り込んだマンガを取得する SPARQL
クエリである。そして、取得した結果が図１２である。 
 
図  11	 SPARQL クエリ例：昆虫に関するマンガ  
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図  12	 オントロジーからのマンガ取得例：昆虫に関するマンガ  
 
	 そして取得したマンガ情報を軽量なデータ記述言語の 1 つである JSON[15]形式に加工す
る。JSON 形式のマンガ情報は、データに基づいてドキュメントを操作するための
JavaScriptライブラリであるD3.js[16]を用いて配置し可視化する。この時にマンガの連載
期間や巻数など、配置に利用する情報を、Wikipedia に記述された情報を Web 上でオープ
ンに利用可能な Linked Data である Linked Open Data(LOD)として公開している
DBpedia[17]から取得している。また、提示するマンガの表紙画像の情報は Amazon の商品
情報を提供している Web サービスである Product Advertising API から取得している。こ
のオントロジーや LOD など Web 上のリソースと D3.js の橋渡しとなる部分は Sinatra[18]
を用いて実装している。JSON 形式のマンガ情報は一度に全て可視化せず、ユーザが選択
したマンガに関連する情報に応じて提示するマンガとその表示形式切り替えている。 
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5.3. マンガビューワーの利用 
	 システムを開くとまずはじめにユーザは絞り込みに利用するマンガに関連する情報の選
択を行う事ができる。これはマンガオントロジーの Class:テーマに記述されている情報を
提示している。この時表示される円の多きさはその内容を持つマンガの数の多さに比例し
ている。 
 
図  13	 絞り込みに利用する情報の選択  
 
	 例えば「昆虫」という内容を持つマンガを知りたいとする。ユーザは図１３のように「昆
虫」と書かれた円をクリックする。そうすると選択したマンガの内容に関する情報で絞り
込んだマンガ排列が図１４のように提示される。 
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図  14	 絞り込み例：昆虫に関するマンガ  
 
まず現在どのような情報でマンガを絞り込んでいるかが表示される。ここでは「昆虫」で
ある。次に絞り込んだマンガが配置されている。この時のマンガの配置の順番はタイトル
の五十音順である。再びマンガの内容に関する情報を選択してさらに絞り込みを行う事が
できる。図１４では「ファンタジー」を選択している。「昆虫」で絞り込みさらに「ファ
ンタジー」で絞り込んだ例が図１５である。 
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図  15	 絞り込み例：昆虫＋ファンタジーマンガ  
 
青い円が表示されないと言う事はこれ以上絞り込めないと言う事である。 
	 マンガビューワーでは絞り込んだマンガの表示形式の切り替えを行う事ができる。図１
４の状態で上部にある「タイムライン表示」のボタンを押す事で DBpedia に記述されてい
る連載期間に関する情報を利用して年表で表示する事ができる 
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図  16	 マンガ排列の表示形式の変更  
 
	 このようにしてマンガの内容に関する情報を利用して絞り込みを行いながら表示形式の
切り替えにより複数のマンガ排列の提示を実現した。こうして、マンガ同士の関連を利用
して絞り込みを行いながらマンガを探索するという書店のメタファを再現し、マンガへの
アクセスを支援するシステムを開発する事ができる。 
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6. 関連研究 
	 コンテンツ同士の関連を提示する関連研究として FictionFinder[19]がある。これは世界
中の情報へのアクセスを促進し、情報コストを下げることを目的とする研究組織である
OCLC による FRBR 化の事例のひとつである。FRBR 化とは、FRBR の実体とその間の関
連をシステムに適用する手法をさす。FictionFinderは世界中にある図書館のオンライン目
録を取り込んだ巨大データベースである WorldCat のフィクション作品を作品単位で検索、
表示できる。オンライン目録では巻単位で検索、表示を行うのが一般的である。
FictionFinderはその巻単位のデータをまとめて作品単位として束ねて提示したものである。
その手法は、MARC21フォーマットの書誌データベースをFRBRモデルに変換するアルゴ
リズムである Work-Set Algorithm で作品単位のクラスタを作成し、Worldcat から抽出し
た著者とタイトルのセットをキーとする。そして同じキーを持つレコードを同一の著作セ
ットとしてグルーピングして個々のレコードから要約や件名がジャンルの用語などが集め
られ、作品単位で提示する。作品の探索方法としてはキーワード検索や、以下の情報を利
用したファセット検索が可能である 。
 著作 
 タイトル 
 ISBN 
  件名標目 
  要約 
  ジャンル 
  登場人物 
  設定 
  文学賞 
 
図  17	 FictionFinder の検索結果画面  
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検索した結果は図１６のように提示され、既存のオンライン書店同様、提示された書籍の
並びから書籍の持つ情報を把握する事はできない。対して本研究では年表表示など、リス
ト表示だけに留まらない書籍同士の関連を提示できている。 
	 FRBRPedia[20]は Amazon にある情報を FRBR 化するシステムで、単行本単位である書
籍の情報を著作単位に結び付けて検索が行うことができる。知識ベースとして Wikipedia
の情報を利用している。FRBR 化の方法としてはまず Amazon の ISBN から Work が多数
収録されているデータベースの API である OCLC Classify API を利用して Work を特定す
る。つぎに ISBN を入力すると WorldCat 内の対応するデータを返すサービスである
xISBN を利用して Manifestation を特定する。最後に manifestation に関する情報内の言
語や翻訳者に関する情報から自動的に Expressions を生成し、いくつかの国立図書館によ
るプロジェクトで各国の典拠ファイルを一つにまとめた the Virtual International 
Authority File を利用して Actor を識別する。そのようにして FRBR 化された Work に含
まれる title, creator, categoriesなどの情報を利用したクエリをDBpediaに問い合わせる。
返ってきた DBpedia のエンティティが Work に対応するかランク付けする。ランクが一番
高い、つまり類似度が一番高い物をユーザに提示する。FRBR化したデータはRDFで記述
されており LOD として公開されている。図１７はアガサクリスティの「そして誰もいなく
なった」で検索したときの表示結果であり、下のグラフは同一作品内の関連を示しており、
様々な国の言語に翻訳さている中でドイツ語訳のタイトルを表示している。 
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図  18	 FRBRPedia のインターフェース  
 
	 FRBRPedia では作品同士の関連は示されておらず、検索に利用できる情報が一般的な
書誌情報に限られており、書籍の内容に関する情報の殆どが検索に利用できていない。対
して本研究ではテーマに関する情報などを利用して作品同士の関連を提示する事ができ
る。 
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 そして、ディジタル環境における書籍探索支援の研究として書棚における書籍の提示を
利用した The Bohemian Bookshelf[21]がある。ユーザが興味を持ちうる未知の書籍の発見
を目的としており、書籍のページ数、表紙の色、著者名、出版年、キーワードという５つ
の情報を図１８のように可視化し、それぞれの要素が近い書籍を探索する事ができるシス
テムである。 
 
図  19	  The Bohemian Bookshelf の探索で利用できる情報  
 
	 The Bohemian Bookshelf の評価実験は大学の図書館にこのシステムを搭載したタッチ
ディズプレイを８日間設置し事前に使い方を教えずに利用してもらうという方法で行われ
た 129 人がこのシステムに反応したがそのうち実際操作したのは 94 人だった。操作した人
の平均操作時間は 1 分 6 秒であり、90%の人が教えてもらわなくても利用方法を理解した。
利用者に聞き取り調査を行ったところ、11 人から「新しい書誌を発見するのに有用」とい
う回答を得た。 
	 The Bohemian Bookshelf ではデータ作成のコストが膨大にかかる事から探索の対象と
なる書籍が 300 冊に限られている。対して本研究では手作業でデータを作成するのではな
く既に Web 上にある情報を利用しているためコストが少なくすんでいる。また今後 Web
上の情報が増えるに従って扱えるマンガの数は増える。 
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7. 考察 
(1)本研究の成果 
	 ディジタル環境におけるマンガへのアクセス支援を目的として、書店の書棚におけるマ
ンガへのアクセス過程を参考に、我々が今まで整備してきたマンガのためのオントロジー
に記述されている内容に関する情報を並びの基準としたマンガ排列を作成する手法を提案
した。そして提案した手法を利用してマンガ排列をユーザに提示するシステムであるマン
ガビューワーの開発を進めた。ユーザはマンガ排列からマンガの持つ内容に関する情報を
把握する事ができるようになった。その結果マンガの内容による探索が行えるようになっ
た。また、これにより意味的なマンガ検索を目的としたオントロジーの構築はうまくでき
ていると言える。 
 
(2)マンガビューワーの課題 
	 マンガビューワーのこれからの課題として、マンガ排列を作成する際のマンガのための
オントロジーの利用がまだ不十分である事が挙げられる。現在マンガ排列の表示方法はタ
イトルの五十音順と連載期間による年表の２つのみである。それ以外のマンガに関する情
報を利用し、その情報に適した表示方法の実装が必要である。また、オントロジー内で絞
り込みに利用しきれていない情報もまだ残っている。現在はテーマによる絞り込みしか行
えないため、現在探索できるマンガの数はマンガのためのオントロジーに記述されている
３４４４作品中２３４１作品に留まっている。例えば作者や雑誌と言った情報もオントロ
ジーに記述されているが今はまだ活用しきれていない。 
	 そして本研究ではマンガ排列の作成手法を提案し、その提案した手法を利用してマンガ
ビューワーというシステムとして実装するところまでしかできていない。そのためシステ
ムの評価が課題としてある。今後、Amazon.co.jp など既存のオンライン書店や書籍探索サ
ービスとの比較が必要である。特定のマンガを発見するのにどちらが適しているのか、ま
た特にアクセスしたいマンガが明確に決まっていない時に興味のあるマンガを見つけられ
るのかと言った比較方法が考えられる。 
 
(3)マンガのためのオントロジーの課題 
	 マンガのためのオントロジーに記述されている情報としては単行本単位の情報の不足が
ある。作品単位でのマンガ排列の提示は行えたが単行本単位への切り替えは行う事ができ
ていない。将来単行本単位の情報が充実する事を想定して単行本単位でもマンガ排列を作
成できるようにする事が求められる。 
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8. 終わりに 
	 我々はマンガの内容を利用したアクセスのためにメタデータに関する研究を行ってきた。
本研究ではディジタル環境におけるマンガへのアクセス支援を目的とし、マンガ同士の関
連の提示を実現するために、情報資源をマンガメタデータとして捉え、異なる情報源に存
在するマンガメタデータを Linked Data 化したマンガのためのオントロジーに記述されて
いるマンガの内容に関する情報に基づいてマンガ排列を作成する手法を提案した。また、
提案した手法で作成したマンガ排列を可視化するシステムであるマンガビューワーの開発
を進めた。その結果、マンガビューワーによってマンガの内容に関する情報で探索を行う
事ができるようになった。	 
	 本研究の今後の予定としてオントロジー自体の拡充が考えられる。現在 Wikipedia に記
述されている全てのマンガに関する情報がオントロジーとして記述されている訳ではない
ので Wikipedia 以外の情報源としてニコニコ大百科[22]や pixiv 百科辞典[23]に記述されてい
る情報の利用が考えられる。そして現在ではマンガ排列の表示形式が２種類しかないが、
情報が増える事によって異なる形式のマンガ排列を作成する事が可能になると考える。マ
ンガ排列の作成に利用する情報の中身とその利用法、両方をより充実させる事でさらなる
マンガへのアクセスの支援が実現できる。 
	 さらにマンガはアニメやゲーム、小説など他のメディアへの展開が多いという特徴があ
る。それらはメディアが異なったとしても元となるマンガに関わる情報を有している。そ
こでマンガのためのオントロジー以外の情報資源も利用して本研究におけるマンガ排列と
同様の方法で他メディアのコンテンツを排列する事が可能となる。そしてマンガとマンガ
から発展した他メディアの作品同士を同等に排列することで、メディアの垣根を越えた
様々なコンテンツの探索支援を行う事ができると考える。 
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